
新居浜市中萩出身、現西条高校卒、東京帝大法学部卒。
第2代西条市長を経て、1955年に第4代国鉄総裁に
就任し、東海道新幹線の建設を実現。
西条市名誉市民第１号。享年97歳、今年は生誕140年。

現代社会のインフラとしてなくてはならない新幹線。
初めて走ったのは、1964年のことでした。

東海道新幹線実現の立役者は西条市長も務めた十河信二（以下、十河または信二）。
明治から昭和にかけての激動の時代に情熱と信念で、

新幹線建設という夢を実現させた彼は一体どんな人物なのでしょうか。

十
そごう

河　信
しん じ

二

（1884～1981）

▲明治時代の西条中学（現在の西条高校）

　
初
め
は
農
商
務
省
を
目
指

し
て
い
た
信
二
。
あ
る
と
き
、

鉄
道
院
に
勤
め
て
い
た
同
郷

の
先
輩
、
松
木
幹
一
郎
か
ら

鉄
道
院
総
裁
の
後
藤
新
平
に

会
う
よ
う
に
指
示
さ
れ
ま
し

た
。
後
藤
に
会
う
と
「
こ
れ

か
ら
は
鉄
道
の
時
代
。
成
績

が
５
番
以
内
に
な
れ
ば
採
用

し
て
や
る
」。
当
時
、
成
績

が
真
ん
中
く
ら
い
で
あ
っ
た

信
二
は
猛
勉
強
し
5
番
以
内

に
。
後
藤
に
認
め
ら
れ
た
信

二
は
鉄
道
院
に
入
り
、
の
ち

に
鉄
道
界
で
活
躍
し
ま
す
。

　
戦
前
の
日
本
は
コ
ス
ト
を

理
由
に
レ
ー
ル
の
幅
が
狭
い

線
路
（
狭
軌
）
が
主
流
。
し

か
し
後
藤
は
「
大
量
輸
送
の

時
代
に
は
、
大
型
機
関
車
が

必
要
」
と
線
路
を
広
く
（
広

軌
）
し
て
、
物
流
ス
ピ
ー
ド

を
優
先
さ
せ
る
考
え
を
主
張

し
、
十
河
は
そ
の
薫
陶
を
受

け
ま
す
。
狭
軌
か
広
軌
か
の

論
争
は
何
度
も
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
が
１
９
１
８
年
、

内
閣
総
理
大
臣
の
原
敬
が

「
欧
米
の
よ
う
に
長
距
離
輸

送
す
る
必
要
な
し
」
と
主
張

し
、
広
軌
案
は
つ
ぶ
さ
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
突
然
の
収
賄
事

件
を
き
っ
か
け
に
え
ん
罪
で

逮
捕
さ
れ
た
信
二
。
鉄
道
省

を
ク
ビ
に
な
り
、
勾
留
期
間

は
97
日
に
も
及
び
ま
し
た
。

親
友
の
種お

い
た田
虎
雄
（
の
ち
に

近
鉄
の
社
長
）
は
仕
事
も
収

入
も
な
い
信
二
に
給
料
の
半

分
を
渡
し
て
い
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
１
９
３
０
年
に
は
、
種
田

の
説
得
も
あ
っ
て
、満
鉄（
南

満
州
鉄
道
株
式
会
社
）
の
理

事
と
な
り
、
鉄
道
の
経
営
に

あ
た
り
ま
し
た
。
満
州
で
は

高
速
機
関
車
、
通
称
「
弾
丸

列
車
」
が
走
っ
て
い
て
、
そ

れ
が
新
幹
線
構
想
の
ベ
ー
ス

と
な
り
ま
し
た
。

　
松
木
幹
一
郎
か
ら
の
紹
介
で
、
後

藤
新
平
と
の
関
係
性
を
強
め
た
十
河
。

同
郷
の
つ
な
が
り
は
、
ほ
か
に
も
。

十
河
が
日
本
国
有
鉄
道
（
以
下
、
国

鉄
）
の
総
裁
を
務
め
た
こ
ろ
、
同
郷

の
後
輩
で
近
畿
日
本
鉄
道
（
近
鉄
）

社
長
の
佐
伯
勇
が
「
国
鉄
が
保
有
す

る
鉄
橋
を
使
わ
な
い
な
ら
利
用
さ
せ

て
ほ
し
い
」
と
十
河
の
元
へ
直
談
判

を
行
い
、
譲
渡
の
了
承
を
取
り
付
け

ま
し
た
。
こ
の
佐
伯
の
行
動
は
、
近

鉄
の
悲
願
、
ゲ
ー
ジ
統
一
実
現
へ
の

大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
の
歴
史
の
中
で
、
西
条
市
の

偉
人
で
あ
る
十
河
、
松
木
、
佐
伯
の

３
人
は
直
接
な
い
し
、
間
接
的
に
関

わ
り
合
っ
て
い
た
の
で
す
。

無
報
酬
で
西
条
市
長
に

　
１
９
４
５
年
、
西
条
市
長
を
務
め

た
十
河
。
そ
の
と
き
の
条
件
が
「
郷

土
の
た
め
な
の
で
給
料
は
い
ら
な

い
」「
国
か
ら
の
用
が
あ
っ
た
ら
や

め
る
」「
誰
か
の
反
対
が
あ
る
な
ら

や
め
る
」
で
し
た
。
わ
ず
か
一
年
未

満
で
し
た
が
、
河
川
の
治
水
や
農
地

造
成
、
学
校
教
育
に
力
を
入
れ
故
郷

の
礎
を
つ
く
り
ま
し
た
。

郷
土
の
偉
人
は

つ
な
が
っ
て
い
た

相
関
図

同郷の先輩
西
条
市
ゆ
か
り
の
偉
人
同郷の先輩 鉄橋を譲る

後藤に会う
よう指示 実力を認めて鉄道

院入りを薦める

大学時代からの親友

近鉄で育てられる
約20歳年上の先輩

松木幹一郎は「台湾電力の父」、佐伯勇
は「近鉄中興の祖」といわれています。
広報さいじょう2019年6月号で紹介

新幹線の生みの親

　
旧
制
西
条
中
学
（
現
在
の
西
条
高

校
）
に
入
学
し
た
信
二
。
中
萩
か
ら

約
10
キ
ロ
の
道
の
り
を
歩
い
て
通
学

し
ま
し
た
。
卒
業
の
と
き
に
は
、
校

長
先
生
か
ら
「
お
前
く
ら
い
わ
が
ま

ま
で
強
情
な
人
間
は
い
な
い
」
と
言

わ
れ
る
ほ
ど
、
学
生
時
代
か
ら
頑
固

な
性
格
で
し
た
。

　
卒
業
後
は
東
京
に
あ
る
難
関
の
一

高
（
旧
制
第
一
高
等
学
校
）、
東
京

帝
大
法
学
部
（
現
在
の
東
京
大
学
）

に
進
学
。
超
エ
リ
ー
ト
で
あ
っ
た
信

二
に
田
舎
で
は
花
嫁
候
補
が
た
く
さ

ん
い
ま
し
た
が
、
２
年
生
の
と
き
に

東
京
音
楽
大
学
（
現
在
の
東
京
芸
術

大
学
）
に
通
っ
て
い
た
キ
ク
と
出
会

い
、
信
二
が
一
目
惚
れ
。
学
生
結
婚

し
ま
し
た
。

▲西条市長のころ。61歳

上：27歳のときに１年間志願兵に
　　（中段右から２人目が十河）
下：広軌改築実験の様子

十河を紹介

信頼を寄せる
仕事の実行役

学
生
時
代
か
ら
エ
リ
ー
ト

夢
を
追
い
続
け
た
男
十
河
信
二

恩師後藤新平と新幹線実現の原点

十河信二

松木幹一郎

佐伯　勇

特集

後藤新平
政治家。鉄道院総裁
などを歴任

近鉄の初代社長
種田虎雄
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１
９
５
５
年
、
国
鉄
で
大
事
故
が

重
な
り
窮
地
に
陥
っ
た
頃
、
71
歳
で

「
線
路
を
枕
に
討
死
す
る
覚
悟
」
と

い
う
強
い
意
志
を
持
っ
て
、
第
４
代

国
鉄
の
総
裁
を
引
き
受
け
ま
し
た
。

高
齢
の
十
河
は
「
博
物
館
か
ら
引
っ

張
り
出
さ
れ
た
古
機
関
車
」
と
揶
揄

さ
れ
ま
し
た
が
、
就
任
当
初
か
ら

「
広
軌
新
幹
線
を
建
設
す
る
」
と
い

う
大
き
な
夢
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　
当
時
は
飛
行
機
や
自
動
車
の
時
代

だ
と
い
う
反
対
意
見
が
多
く
、
世
論

も
冷
や
や
か
で
し
た
が
十
河
は
諦
め

ま
せ
ん
。
国
鉄
内
部
で
広
軌
新
幹
線

計
画
に
理
解
を
示
さ
な
い
技
師
長
を

更
迭
。
優
れ
た
技
術
者
の
島
秀
雄
を

ス
カ
ウ
ト
し
、
理
解
者
を
集
め
て
チ

ー
ム
を
作
り
ま
す
。
最
終
的
に
は
国

家
的
課
題
と
し
て
政
府
指
示
の
形
で

東
海
道
新
幹
線
の
実
現
が
決
ま
り
ま

し
た
。

　
５
０
０
キ
ロ
も
の
距
離
を
新
し
い

広
軌
（
標
準
軌
）
の
線
路
で
一
挙
開

業
さ
せ
る
と
い
う
巨
大
事
業
は
、
日

本
の
鉄
道
史
上
初
の
事
業
で
し
た
。

工
事
費
が
大
き
く
超
過
す
る
と
知
り

な
が
ら
、
度
胸
よ
く
半
分
の
予
算
と

し
て
国
会
を
通
す
な
ど
国
鉄
を
牽
引

し
、「
有ユ

ー
フ
ァ
ー
ズ

法
子
（
な
せ
ば
成
る
）」
の

精
神
で
見
事
実
現
さ
せ
ま
し
た
。

　
1
９
６
４
年
10
月
１
日
、
つ
い
に

東
海
道
新
幹
線
が
開
通
。
し
か
し
、

建
設
予
算
超
過
の
責
任
を
背
負
う
形

で
開
通
前
に
国
鉄
総
裁
を
辞
任
し
た

た
め
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
十
河
の
姿

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
新
幹
線
の

名
前
は
「
ひ
か
り
」
に
決
定
し
ま
し

た
が
、
応
募
作
に
は
「
そ
ご
う
号
」

と
い
う
案
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
と
い

い
ま
す
。
十
河
が
い
な
け
れ
ば
日
本

が
世
界
に
誇
る
安
全
で
快
適
な
新
幹

線
の
鉄
道
シ
ス
テ
ム
は
な
か
っ
た
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　東海道新幹線の18番・19番ホームには、 
十河のレリーフを埋め込んだ記念碑があり
ます。当時レリー
フを見た信二は、
「似とらん」と不
満だったと伝えら
れています。

東京駅で見守る信二

激動の人生を支えた妻キク
葬儀で｢さよならっ」と叫んだ信二

　
信
二
の
波
乱
万
丈
な
人
生

は
、
キ
ク
の
存
在
な
く
し
て

あ
り
え
ま
せ
ん
。
２
ペ
ー
ジ

で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
信
二

が
23
歳
、
キ
ク
が
19
歳
の
と

き
に
２
人
は
学
生
結
婚
し
ま

し
た
。
函
館
市
出
身
の
キ
ク

は
整
理
整
頓
が
苦
手
で
し
た

が
、
不
器
用
な
り
に
信
二
を

支
え
、
時
に
は
大
声
で
叱
る

こ
と
も
。
　

　
１
９
５
６
年
、
キ
ク
が
突

然
倒
れ
、
２
年
間
闘
病
生
活

が
続
き
ま
し
た
。
信
二
は
新

幹
線
実
現
へ
最
も
忙
し
い
時

期
で
し
た
が
、
食
事
を
作
る

な
ど
丹
念
に
キ
ク
の
世
話
を

し
、
寝
る
と
き
に
は
互
い
の

指
を
赤
い
ひ
も
で
結
び
「
何

か
あ
れ
ば
引
っ
張
り
な
さ

い
」
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
。

仕
事
場
で
は
キ
ク
の
話
を
、

キ
ク
の
前
で
は
仕
事
の
話
を

一
切
し
な
か
っ
た
信
二
。
キ

ク
は
も
っ
と
も
信
二
の
こ
と

を
理
解
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

生
涯
２
人
は
寄
り
添
い
、
愛

し
合
い
ま
し
た
。

▲妻キクとの最後の１枚

▲新
しんたんな
丹那トンネル熱海口で新幹線起工式

▲東海道新幹線「ひかり号」

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
９
日
前
に
実
現
！

夢
の
超
特
急

ひ
か
り
号

71歳で国鉄
総裁に就任
８年間諦めず
走り続けた

042024. ７　広報さいじょう

　
当
時
は
秘
書
の
方
が
よ
く
怒
ら
れ

て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
と
て

も
迫
力
の
あ
る
声
で
し
た
。

　
孫
に
は
優
し
か
っ
た
。
私
は
模
型

な
ど
を
作
る
の
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、

よ
く
作
品
を
見
せ
に
行
き
ま
し
た
。

私
の
こ
と
を
「
技
師
長
」
っ
て
呼
ん

で
く
れ
た
の
が
一
番
の
誇
り
で
す
ね
。

　
祖
父
は
趣
味
の
な
い
人
で
、
大
体

や
る
こ
と
と
い
っ
た
ら
、
新
聞
、
雑

誌
、
各
局
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
、
そ

れ
ば
っ
か
り
で
し
た
。
よ
く
言
わ
れ

た
の
は
「
他
の
人
の
こ
と
も
考
え
な

さ
い
」
と
。
例
え
ば
共
用
の
ス
リ
ッ

十河さんと関わりのある方や
詳しく知る方にお話を伺いま
した。

　
こ
ん
な
に
偉
大
な
先
輩
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
に
、
同
窓
と
し
て
の
誇

り
を
感
じ
ま
し
た
。
と
同
時
に
漫
画

の
依
頼
を
い
た
だ
く
ま
で
、
実
は
十

河
さ
ん
を
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
か
っ
た

の
で
、
西
条
高
校
同
窓
に
し
っ
か
り

伝
え
て
い
く
べ
き
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
感
動
し
た
の
は
、
晩
年
、
妻
の
キ

ク
さ
ん
の
闘
病
を
支
え
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
。
国
鉄
総
裁
と
し
て
忙
し
い
時
期

だ
っ
た
の
に
、
毎
日
食
事
を
作
り
、

寝
る
と
き
は
指
を
赤
い
ひ
も
で
結
ん

で
、
何
か
あ
っ
た
ら
引
っ
張
り
な
さ

い
と
言
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
30
代
の
頃
、
研
究
で
満
鉄
の
こ
と

を
調
べ
る
た
め
に
、
満
州
経
済
調
査

会
の
委
員
長
で
あ
っ
た
十
河
さ
ん
の

存
在
が
欠
か
せ
な
か
っ
た
。
そ
れ
が

研
究
を
始
め
た
き
っ
か
け
で
す
。
関

東
軍
（
日
露
戦
争
後
に
中
国
関
東
州

に
駐
屯
し
た
軍
事
組
織
）
と
手
を
組

む
な
ど
普
通
の
人
で
は
で
き
な
い
。

そ
れ
だ
け
包
容
力
が
大
き
い
、「
大

物
」
で
す
ね
。「
十
河
」
さ
ん
よ
り

「
十
海
」
さ
ん
か
な
。
何
か
や
ろ
う

と
し
て
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
多

い
十
河
さ
ん
で
し
た
が
、
た
っ
た
一

つ
う
ま
く
い
っ
た
の
が
東
海
道
新
幹

　
十
河
さ
ん
が
い
な
か
っ
た
ら
新
幹

線
は
走
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
新
幹

線
の
成
功
に
触
発
さ
れ
て
、
世
界
の

高
速
鉄
道
が
発
展
し
ま
し
た
。
十
河

さ
ん
の
偉
業
は
世
界
の
鉄
道
も
復
活

さ
せ
た
の
で
す
。
カ
ミ
ナ
リ
親
父
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
愛
情
が
深
く

本
当
に
日
本
の
こ
と
を
愛
し
て
、
日

本
の
た
め
に
尽
く
し
た
人
で
す
。

パ
を
使
っ
た
ら
揃
え
て
お
く
と
か
。

そ
の
教
え
は
私
自
身
、
今
で
も
大
事

に
し
て
い
ま
す
。
新
幹
線
の
ベ
ー
ス

を
作
っ
た
祖
父
を
一
言
で
表
す
と

「
気
骨
」
の
あ
る
人
。
自
身
の
こ
と

よ
り
日
本
の
こ
と
を
常
に
考
え
て
い

た
。
自
分
の
信
念
に
従
い
、
ど
ん
な

苦
難
に
も
立
ち
向
か
っ
た
強
い
精
神

力
は
只
々
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

線
。
世
界
全
体
の
鉄
道
が
斜
陽
産
業

に
入
る
時
代
だ
っ
た
け
ど
、
そ
れ
を

十
河
さ
ん
が
新
幹
線
開
通
に
よ
っ
て

一
変
さ
せ
ま
し
た
。
十
河
さ
ん
に
会

え
た
ら
「
あ
な
た
は
70
代
に
新
幹
線

を
作
り
上
げ
て
大
変
偉
い
。
私
は
85

歳
で
50
年
に
一
度
の
『
鉄
道
百
五
十

年
史
』
を
作
る
の
に
必
死
な
ん
で
す

よ
」
と
ご
報
告
し
ま
し
ょ
う
か
。

も
し
お
会
い
で
き
た
ら
、
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い

つだゆみさん
西条市出身。漫画家。書籍
「夢の超特急ひかり号が走っ
た 十河信二伝」を手掛ける。

計
り
知
れ
な
い
原
動
力
。
と
に
か
く
す
ご
か
っ
た

十河 光
こうへい
平さん

十河信二の孫（四男和平の長
男）。幼少期は十河信二と同居。
77歳。

自
分
よ
り
国
民
の
こ
と
を
考
え
る
、
海
の
よ
う
に
大
き
い
人

原 朗
あきら

さん
歴史・経済学者。東京大学名
誉教授。十河信二が郷土に託
した資料を調査・研究。

私にとっての
十河さん
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知れば知るほどその生き方や考え方が見えてきて、
また違った十河さんが見えてくるかもしれませんよ。

鉄道歴史パークinSAIJO

　十河信二の業績を多くの皆さんに知ってもらうため、2007年に
十河信二記念館と四国鉄道文化館北館を、2014年には四国鉄道文
化館南館を伊予西条駅の隣に開館。「鉄道のまち」西条市をＰＲ
する観光施設の一つとして、子どもから大人まで、多くの世代に
愛されている施設です。
　鉄道文化館では初代０系新幹線などの展示や、大型鉄道ジオラ
マなどを楽しめます。十河信二記念館では、彼の功績をはじめ、
「雷オヤジ」として親しまれた人間的な魅力を紹介。イベントも
実施中。詳しくはホームページなどをご覧ください。
※毎月のイベントは広報紙（今月は24ページ）で紹介します

北館に展示している
０系新幹線とDF501

十河信二記念館

南館にある大型鉄道ジオラマ

　皆さんが利用している「新幹線」の始ま
りは十河さん。みんなのために、郷土のた
めに、日本のために働いた人がいるという
のは西条の誇りです。そのためにはやっぱ
り「知る」というのが大事かな。

　鉄道歴史パークは子どもと一緒に鉄道を
楽しめる施設。イベントではミニＳＬ乗車
会が特に人気です。ぜひ足を運んでいただ
きたいですね。そしていつかは、四国新幹
線を実現できればうれしいですね。

十河さんをもっと多くの人に知ってほしい
十河信二記念館館長

加
藤 

圭
哉

●十河信二記念館　℡0897－47－3855
▶開館時間　９時～17時　
▶休館日　水曜日（祝日の場合は翌日休館）
　※入館料無料
●四国鉄道文化館　
▶開館時間　９時～17時
▶休館日　水曜日（祝日の場合は翌日休館）
▶入館料（北館・南館共通券）　
　高校生以上：300円
　小・中学生：100円
　※未就学児は無料 詳細は▶

十河さんをも と知ろうっ
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シンポジウム｢十河信二と妻キクの愛情物語」
合併20周年記念事業・NHK朝ドラ誘致関連事業

妻キクとの物語を朝ドラで実現させよう

７月14日㈰　13時30分～ in総合文化会館
▶プログラム
　基調講演　講師：高橋団吉（作家。著書「新幹線をつくった男など」)
　シンポジウム
　　司会：眞鍋かをり（西条市出身。タレント。LOVE SAIJO応援大使)
　　パネリスト： つだゆみ、高橋団吉、冨吉将平（愛媛人物博物館担当学芸員)、
　　　　　　　　加藤圭哉
　特別出演　 十河光平、道前太鼓、十河城鉄砲隊　龍雲相撲甚句会
▶入場方法　 入場無料　※整理券が必要。総合・丹原文化会館などで配布しています
▶問合せ　市庁舎新館４階　社会教育課　℡0897－52－1628

　昨年５月20日、十河さんが国鉄総裁に就任した日
を皮切りに、ＮＨＫ朝の連続テレビ小説（朝ドラ）
の放送実現に向けて誘致を開始。実現に向けて、市
内はもちろん、県内でも機運を高めることを目的に
さまざまなイベントで署名活動を行い、現在７万
7,000件の署名が集まっています。今後も活動は続
いていきますので、引き続きご協力をお願いします。
▶署名方法　 西条市役所や西部支所、各サービスセ

ンターなどに設置の署名用紙に署名
※専用サイトまたは右のＱＲコードから
　電子署名もできます！
▶問合せ　市庁舎新館４階　
　シティプロモーション推進課　℡0897－52－1682

人より我慢できない男と、
人より不器用な妻の愛情物語の放映を目指します！

市内の図書館で借りられます！

　「つくしんぼの会」の皆さんが、十河さ
んの偉業を紙芝居で楽しく読み聞かせてく
れる、親子に大人気のイベントです！
▶日時　７月14日㈰　11時～　
※ 毎月開催。開催日は毎月広報紙（今月は
24ページ）で紹介します
▶場所　四国鉄道文化館北館

紙芝居｢十河信二伝」 つだゆみさんの漫画

夢の超特急ひかり号が
走った　十河信二伝

マンガ・文：つだゆみ
監修：十河光平
協力：原 朗
西日本出版社
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